
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７６０１

基盤研究(B)（一般）

2016～2012

発達障害の早期診断・早期介入システムの拡大と効果査定

The  early intervention system of Developmental Disorder

５０２７９９６５研究者番号：

立元　真（TATSUMOTO, Shin）

宮崎大学・教育学研究科（研究院）・教授

研究期間：

２４３３０２０１

平成 年 月 日現在２９   ６ １４

円    15,500,000

研究成果の概要（和文）：①幼児期早期(1～3歳)の認知・行動発達尺度の開発及び妥当性・信頼性の検討は，平
成28年度までにひととおりの尺度構成と関連の作業を終えた。②早期版(1～3歳)の子どもを持つ予防的なペアレ
ント・トレーニングのプログラムと関連の尺度を開発した。なかでも集団施行のプログラムについてはRCTによ
る検証でその効果を証明することができた。また，③出生直前のリスクとペアトレプログラム実践の成果の検討
から，出生直前のダメージそのものはなくすことはできないが，ダメージの結果として現れる機能不全を補うス
キル訓練の成果を見いだすことができた。

研究成果の概要（英文）：We finished work of the development and standardization of the cognition and
 behavior development scale for infancy (1-3 years old) and the work of the examination of validity 
and reliability.We developed a program of preventive parent training to have the child of the 
infancy (1-3 years old) and related scales.About the program to perform in a group, we were able to 
demonstrated the effect by the procedure of RCT.
We examined the risks just before the birth and the result of the program practice of parent 
training.Parent Training could not get rid of damage just before the birth, but was able to find 
result of the skills training to make up for a malfunction to appear as a result of damage.

研究分野： 臨床発達心理学
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１．研究開始当初の背景 

LD，AD/HD，PDD などの発達障害の発達支援

や教育方法の開発は，言うまでもなく，教育

研究の重要な課題である。これらの発達障害

は，その特徴的な症状や機能の発達の遅れだ

けでなく，抑うつや引っ込み思案傾向，また

は，行為障害や反抗挑戦性障害などの 2次障

害のリスクと，その重大なダメージが指摘さ

れている。本研究に先立って，我々は，医学

部の産科，小児科，周産母子センターと教育

文化学部の心理臨床，特別支援のチームを結

成し，周産期から小児期早期の時点で問題が

予見された子どもとその保護者に対して，3

歳から 9歳時点でキャッチアップし，種々の

検査とともに，幼児版あるいは小学生版の個

別ペアレント・トレーニング(以下，PT と略

記)介入を行う発達支援システムを構成し，

成果を示してきた。なかでも，3 歳から 6 歳

までにキャッチアップした子どもについて

の個別 PT 介入は，RCT による効果の検証デー

タを呈することができた。 

これまでの，本チームのこれまでの実践の中

で，課題となった点が２つあげられる。１つ

は，周産期あるいは出生直後にリスクを指摘

できても，そこから，3 歳近くまでは，行動

や認知機能を査定する検査の多くが査定不

可能であったり，介入プログラム自体が存在

しなかったりしたことである。なかでも，１

～３歳の時期には，行動の教授(しつけ)のス

タートとともに，そのベースとなる愛着関係

の醸成が重要となり，この時期の親子の関係

性発達を支援する PT のプログラム開発が必

要になってきたということである。実際，

我々が収集したケースでも，出生時のトラブ

ルが虐待傾向につながったとみられるケー

スが複数存在した。 

２つ目は，周産期および小児期早期に指摘

された発達上のリスクは，非常に多岐にわた

り，ひとからげに介入効果を証明しても意味

が薄いのではないかと考えられるようにな

ったことである。先行研究では，RCT ととも

に問題行動のみによる分類での効果をまと

め報告する準備をしているが，さらに多くの

ケース事例を収集して介入効果を整理する

必要が生じてきた。ケースを分類する指標と

して挙げられるのが，胎児心拍モニタリング

の異常，子宮内発育不全，早期産，新生児仮

死，多胎，虐待リスク等のリスクエピソード

である。 

上記のように，PT の早期版の開発と効果査

定，そして，幅広い発達リスクのケース収集

とその要因毎の効果検証を課題とし，先行の

研究プロジェクトにおいて結成した，医療と

教育の連携による発達支援チームによって

課題解決を図る。 

 

２．研究の目的 

 本研究は，以下の 4つの課題を達成するこ

とを目的として行った。 

① 1～3 歳児対象の PT 介入プログラム（個

別支援プログラム，グループ支援プログ

ラム）を追加開発し，乳幼児期から小学

生までの養育支援プログラムを完成させ

る。 

② 上記プログラムの効果査定のための養育

スキル尺度，子どもの行動傾向尺度を確

立し，個別支援および集団支援での効果

査定を行う。 

③ 3～9 歳で行ってきた，周産母子センター

からのフォローアップを継続して行い，

紹介事由のケース分類(胎児心拍モニタ

リングの異常，子宮内発育不全，早期産，

新生児仮死，多胎，虐待リスク等のエピ

ソードによる)ごとに，行動問題の発生傾

向および介入による改善状況の査定を行

う。 

さらに，上記①②で開発された介入プログラ

ムおよび効果尺度を，③で行っている発達フ

ォローアップに加え，発達フォローアップの

早期開始の場合を加えて，効果検定を行う。 



 

３．研究の方法 

 本研究では， 

① 幼児期早期(1～3歳)の認知・行動発達尺

度の開発を行い，妥当性・信頼性の検討

を行う。さらに，  

② 早期版(1～3歳)PT のグループ形式介入

版と個別介入版の開発を行い，その介入

効果の効果検証を行う。  

③ 上記の開発によって，個別形式の PT 介入

プログラムは，乳幼児版・幼児版・小学

生版の 3種がそろう。これらによる介入

効果を，様々なリスクエピソード要因毎

に効果検証を行う。 

開発によって，グループ形式介入プログラム

において，乳幼児版・幼児版・小学生版の 3

種がそろうが，これらのテータ蓄積とともに，

最も普及の可能性が高い幼児版から

Feasibility(実行可能性)検証を行う。 

 

４．研究成果 

① 幼児期早期(1～3歳)の認知・行動発達尺

度を作成し，妥当性・信頼性を検証した。 

② 早期版(1～3歳)PT のグループ形式介入

版と個別介入版を開発した。その介入効

果の効果検証を行い，特にグループ形式

の乳幼児版プログラムについては RCT の

手続きにより，母親の養育スキル，子育

てに関する認知，子もの不適切な行動傾

向についての改善効果を示した。また，

幼児版個別施行の PT プログラムの効果

について RCT の手続きによる効果検証を

示した論文は，日本認知・行動療法学会

の内村記念賞を受賞した。 

③ 上記の開発によって，個別形式の PT 介入

プログラムは，乳幼児版・幼児版・小学

生版の 3種がそろった。これらのプログ

ラムによる個別介入効果を，様々なリス

クエピソード要因毎に効果の検討を行っ

た結果，出生直前のリスクとペアトレプ

ログラム実践の成果の検討から，出生直

前のダメージそのものはなくすことはで

きないが，ダメージの結果として現れる

機能不全を補うスキル訓練の成果を見い

だすことができた。 
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